
宝塚市震災ドキュメント（地震発生から１年） 
 あの日・あの時 

１月 
☆午前５時４６分、マグニチュード 7.3 の地震発生 
5：58 消防本部「災害対策式本部」設置 
5：59 高司５丁目と中山寺１丁目で火災発生 
6：00 市災害対策本部を市役所Ｇ階に設置 
6：13 大阪管区気象台が「神戸震度６(烈震)」と発表 
7：00 兵庫県が災害対策本部を設置 
8：00 水道局対策本部設置。水道業者に緊急出動を要請 
9：00 水道施設災害復旧開始（水道業者９班３５人） 
9：20 市長登庁 
   少年自然の家が被災者用おにぎり作り開始 

（毎日 2000 個），毛布 2000 枚搬出 
9：30 犠牲者を市立体育館に搬送する班を編成し、行動に着手

9：35 市立スポーツセンターで救護所開設（2/10 まで） 
9：50 避難所（学校等）開設とその誘導、４班体制広報車でガ

ス漏れと火気厳禁広報 
10：00 兵庫県知事が自衛隊に出動要請 
    市長が陸上自衛隊第３６普通科連隊に水と食糧の供給

を要請 
    市立国際・文化センターに外国人対象の被災生活相談

を設置。電話受付のみ（3/31 まで） 
10:04 政府が災害対策基本法に基づき、「非常災害対策本部」を

設置（閣議決定）、初会合 
11：00 気象庁が「平成７年（1995 年）兵庫県南部地震」と 

命名 
11：18 芦屋市へ消防車１台応援出動 
11：33 南雲雀ガ丘で建物火災 
12：50 市再が対策本部会議初会合（１７日は４回開催） 
13：00 クリーンセンターが生活ごみの作業業務再開 
13：17 清荒神２丁目で建物火災 
◎災害救助法適用 
◎当日宝塚市の被害発表 
死者 77 名、負傷者 406 名 
火災 4 件、救急 65 件、救助 46 件 
119 番受信件数 1,400 件 

◎芦屋市へ消防隊１台４人、西宮市へ消防隊 3 台 11 名、救急

隊 1 台 3 名、消防団 1 台 5 名が応援出動 

17(火) 

 
◎避難所に仮設トイレの設置開始（延べ 27 箇所 43 基） 
◎阪急宝塚線雲雀丘花屋敷－梅田間始発から開通 
◎財務部職員が被害状況調査を開始 
◎自衛隊の炊き出し隊、給水隊が支援開始（市立駐車場） 
 午前中だけで 18,000 食のおにぎり 
◎全国から給水応援隊到着（2/7 まで） 
◎救援物資の受入が始まる 
◎総合福祉センター、老人ホーム福寿荘、西谷小学校、市役所

食堂おにぎり作り（4 万個／1 日） 
◎火葬申し込み受付開始、火葬場へ遺体搬送（５班 15 名） 
◎倒壊家屋の災害廃棄物の仮置き場として武庫川河川敷を確

保、搬入開始 
◎避難者数が最大に(1 万 5,945 人) 
◎死者 79 名 
◎火災 0 件、救急 40(11)件、救助 3(2)件（※（）は地震災害）

◎119 番受信件数 285 回、芦屋市へ消防隊 1 台 4 名、消防団 3
台 14 名が応援出動 

18(水) 

 
 

地震発生震度 7 の激震 1/17

市災害対策本部 

自衛隊による炊き出し

全国から救援物資が届く



宝塚市震災ドキュメント（地震発生から１年） 
 あの日・あの時 

◎市職員が第 1 次建築物応急危険度判定調査を開始 
◎阪急宝塚線始発から全線開通 
◎ＪＲ宝塚線午後から全線開通 
◎見舞金(小切手)を受領(第 1 号) 
◎死者 80 名 
◎芦屋市へ救急隊 1 台 3 名、救助隊 1 台 4 名、消防団 7 台 32
名が応援出動 

19(木) 

 
◎市議会が災害対策特別委員会を設置、第 1 回委員会開催 
◎災害見舞金の受け入れ銀行口座を開設 
◎気象庁が震度を当初発表の６→７に修正 
◎火葬件数が最高に(26 遺体) 
◎医療応援チームによる避難所巡回診療開始（～1/29） 
◎宝塚市長選立候補届出書類等予備審査 
◎芦屋市へ救急隊 1 台 3 名、救助隊 1 台 4 名、消防団 4 台 16
名が応援活動 

20(金) 

 
◎市立 11 幼稚園、19 小学校、11 中学校で授業再開 
◎市庁舎ＧＦにボランティア本部を設置（～2/28） 
◎逆瀬台６丁目に避難勧告（73 世帯 242 名） 
◎避難物資を各小学校で市民に配布 
◎ＪＲ宝塚線が全線開通 
◎芦屋市へ救急隊 1 台 3 名、救助隊 1 台 4 名、消防団 3 台 9 名

が応援出動 

21(土) 

 
◎1 次仮設住宅入居者を募集（151 戸） 
◎紅葉ガ丘に避難勧告（87 世帯 242 名） 
◎市長選挙告示。正司市長の２期目が無投票当選で決まる。 
◎市内ゴルフ場の「風呂開放」始まる 
◎家屋の被害状況（集計－災害対策本部発表） 
 全壊 1,339 件、半壊その他 3,718 件 
◎宝塚保健所による避難所巡回健康相談開始（～2/24）

22(日) 

 
◎市議会が第 2 回災害対策特別委員会開催 
◎川面長尾山で倒壊家屋等廃材を野焼き 
◎被災者証明書の発行開始 

23(月) 

 
◎政府は、激甚災害指定を閣議決定 
◎県救護所を市内 5 箇所の避難所に設置 
◎救護所を拠点とした医療派遣チームによる避難所巡回

診療開始（～2/5） 

24(火) 

 
◎共同住宅対象に第 2 次建築物応急危険度調査を開始（～2/3）
◎市役所市民ホール横のピロティに特設浴場を設置（2 人用浴

室 12 基、1 人用シャワー室 20 基。1/29(日)から共用開始 
 ＡＭ10：00～ＰＭ9：00.無料。（～3/24） 
◎午後１１時１６分震度４（Ｍ4.7）の余震発生 
◎武庫川河川敷で倒壊家屋等廃材を野焼き 
◎戸建住宅の応急危険度調査の申込受付窓口を市役所Ｇ階に設

置市,地元建築士事務所協会等の協力により、調査希望者に対

して実施（～2/10） 
◎中央図書館が被災受験者のために学習室を開放 

25(水) 

 
◎広報たからづか臨時号を発行 9 万 5000 部 
◎政府が 24 年ぶりに防災基本計画を大幅見直し決定 26(木) 
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◎逆瀬台６丁目の避難勧告を一部解除 
◎日本赤十字の生活福祉資金特別貸付の受付開始 
◎中国自動車道が全線開通（一部対面通行、速度規制）したが、

上下線とも大渋滞 
◎市国際交流協会が、外国人向けに震災情報の発行をはじめる。

 （日、英、中、西語）計 4 号発行（～2/18） 

27(金) 

 
◎災害見舞金の受入郵便局口座を開設（大阪貯金事務センター）

◎芦屋市へ消防団 3 台 14 名が応援活動、この日で応援終了 28(土) 
 
◎市内の自治会と避難所に「地震による倒壊家屋の処理につい

て」を配布 
29(日) 

 
◎避難所 54 箇所に受信機を設置、放送ボランティアが防災無

線で避難所へ情報提供を開始（～2/28） 
◎宝塚音楽学校授業再開 
◎阪急今津線宝塚－仁川間が始発から開通 
◎災害見舞金の受入郵便口座を開設 
◎中学校給食再開 
◎自治会などへの「災害関連情報」紙の配布開始 
◎地域児童育成会が 21 小学校で再開 
◎市長選挙当選者、正司泰一郎氏に当選証書を付与 

30(月) 

 
◎家屋の公費解体受付開始（3 階大会議室、この日 1700 人）

◎１次仮設住宅抽選発表（１５１戸） 
31(火) 

◎国際姉妹都市ウィーン市第 9 区より励ましのチョコレート

730 キロが届く(西宮市と折半) 

市役所市民ホールは 
救援物資でいっぱいに 

ウィーンよりチョコレート届く

 


